



























　張仲礼氏は 19 世紀末の紳士の数について，「全国にはおよそ 150 万の紳士（gentry mem-
bers）がいた。全国にはおよそ 1500 の州県があったので，平均すると 1 つの州県にはおよ
そ 1000 名の紳士がいた＊3」と述べている。趙烈文はそのうちの 1 人であった。趙烈文自身
の容貌について，少しだけ叙述がある。趙烈文は同治 6 年に「体重をはかったところ，116
斤であった」（T6/4/3.1036）。1 斤を 0.5 キログラムとすると，58 キログラムである。同治
11 年からは 「上髭を蓄え始めた」（T11/9/25.1516）。年は取っても食欲は旺盛で，米団子を








常熟の山，「族兄」というのは，殿撰公分世 31 世・趙廷彩＊5 である。この人が不動産購入
のために，少なくとも「400 緡」を貸してくれたのである（T4/9/1.933）。1 緡は 1000 文，
銀 1 両＝制銭 1856 文＊6 とすると，400 緡はおよそ銀 216 両にあたる。
　道光元年生まれの趙廷彩は，道光 12 年生まれの趙烈文より一回り年長であったが，二人
とも世代としては観荘趙氏 31 世に属していた。二人がはじめて会ったのは咸豊 11 年であっ
た（X11/2/7.272）。趙廷彩は国学生＊7 の出身で，「国子監典籍」＊8 に議叙されたあと，捐納
を追加して知県となり［加捐知県］浙江省に分発された。趙廷彩が孝豊県の知県になったの





繍坊，醋庫巷，十全巷に 3 軒」（T4/2/15.871）＊11 と，近所に集
まって暮らしていた。同治 5 年に，趙烈文は趙廷彩に連れられて彼の「荘園に行った。虎丘
の南にある。160 畝の田を雇農［傭工］が耕して，多くの利益を生んでいる」（T5/3/6.972）。



























　　 土地と池をあわせて約 4-5 畝，百数十緡ほしいという。私は 100 緡でどうだといった。
呉はおい［侄］に相談したいと言って帰った。（中略）呉宝書が人を寄こして，おいに
訊いたところ，100 緡で売りたいと言っているという（T4/8/23.931）。































まかせる」ことにした。材木の値が 280 緡，仲介料などが約 20 緡であった（T4/9/1.933）。
300 緡は，先述のレートを適用すれば，およそ銀 162 両に相当する。
　同治 4 年 12 月 3 日，趙烈文は鄧夫人とともに新居に入った（T4/12/3.955）。『陽湖趙惠甫
（烈文）先生年譜』（以下，『年譜』と略記）には，「九万圩の呉氏の土地，約 4-5 畝を買う。
値は 100 緡。職人に前楼 5 部屋［楹］，平屋 4 部屋を作らせた。のちに平屋 5 部屋を建て，






















































たい毎刻 2 里あまりであった」（G14/11/3-4.2373）。1 里を 0.5 キロメートル，1 刻を 15 分と
すると，舟は時速 4 キロメートルで進んだことになる。ちょうど徒歩と同じくらいの速度で
ある。
　第 2 節で述べたように，蘇州は咸豊 10（1860）年に太平天国の手に落ち，同治 2（1863）
年に奪回された。ベンジャミン・エルマン氏は，「1860 年の蘇州における太平天国軍の略奪
















　光緒 2 年の相場で銀 1 両が制銭 1705 文に相当した＊38 とすると，ドラの価格の数千文はお
よそ 3-4 両である。洪秀全が広西省桂平県金田村で蜂起したのが道光 30 年 12 月 10 日（1851




がこの手で植えたクルミはすでに 10 年あまりたって，今年はたくさん実をつけた」（G2/ 閏
5/17.1753），「白沙枇杷 4 株を植えた。遅くとも来年は食べられよう」（G3/10/30.1834），「園














　「堂楼・房室・亭榭が 80 間あまり，北楼の上下が 18 間」，鄧夫人と趙烈文は北楼下の西
房，実夫妻と孫たちは東房，妾の馮姫は西楼に住むことになった（G6/4/23.1966）。「南陽君
（趙烈文は鄧夫人を南陽君と呼んでいる，引用者）が私に嫁して 34 年，息子・孫・娘・嫁が




























　　 田が 2 頃あり，街には店［廛］が数軒あって毎月の賃貸料が 50 緡あまりです。家族は
多く，助けを求める者も多くて，しばしば不足します。売却を急がずに朝夕を過ごして
いますが，長くは続かないでしょう（G2/9/9.1768）。
　1 頃（約 6.6 ヘクタール）は 100 畝なので，2 頃は 200 畝である。馮爾康氏によれば，「南
方では，数百畝以上の田畑［田地］をもつ人は大地主，100-200 畝は中地主，数十畝は小地
主」であった＊52。光緒 5 年の『日記』によれば，小作料［田租］のうち 80 石が家族の食用
［粥米］（G5/12/28.1953），それを除いた小作料が 130 石（G5/12/29.1953）だったので，こ
の年の小作料は 210 石＊53 であった。賃貸料についていえば，先述の光緒 2 年の相場（銀 1
両＝制銭 1705 文）によれば，50 緡（50000 文）は銀 30 両足らずである。光緒 8 年正月，






人の娘のほかに，馮氏が光緒 5 年に生んだ 穠
じよう
，同じく馮氏が光緒 8 年に生んだ娘がいたこ
と は わ か る。 光 緒 8 年 生 ま れ の 娘 の 名 は， お そ ら く「 婉 」 で あ る（G8/3/21.2066, 
G8/4/3.2068）。
　長男（輩行 1）の実（もとの名は克昌，字・君堅）は道光 30（1850）年生まれである。同













らも「電報 10 字」で「心配ない，4 月には帰れる」という返事がきた（G10/3/19.2165）。
電報については，天津 - 上海陸線が正式に開通［通報］したのは 1881 年 12 月＊58，1881 年
は光緒 7 年であるから，趙烈文たちは最新の通信手段を利用したことになる。
　次男 （輩行 5） の寛 （字・君閎） は同治 2 （1863） 年生まれである。光緒 10 年に第 11 位で
生員となり （G10/ 閏 5/14.2180）， 光緒 12 年の時点では 「附生」 であった （G12/11/9.2286）。彼
も挙人にはなれなかったようである＊59。寛は，鄧夫人の一族の鄧公武＊60 の娘（G5/5/4.1925）




　光緒 12 年，二人の息子の将来に不安を覚えた趙烈文は，曾国藩の長男・曾紀沢＊63 に次の
ような手紙を書いて，息子たちのことを頼んでいる。








生 ま れ た 息 子 の 三 奇（ 陳 範， 引 用 者 ） の 嫁 に， 昨 日 生 ま れ た 娘 を ほ し い と い う 」
（X10/4/19.143）ので，婚約した。苕生が亡くなると，陳鍾英から結納の銀 1 錠＊66 と金簪 1
本が送り返されてきた（T2/2/5.627）。
　前節で述べたように，長女の柔は同治 11 年 3 月 18 日に方恮（字・子謹）＊67 と入贅婚をし
た（T11/3/4.1487, T11/3/18.1490）。次女・荘の夫となった方恒（字・子永）は，方恮の弟









文と別れて北方に残った＊71。光緒 3 年 10 月に一度常熟に戻り（G3/10/27.1834），翌光緒 4
年 2 月，ふたたび直隷に向かった（G4/2/20.1853, G4/2/21.1855）。ところが，保定の志局＊72

















の棺は 10 月 6 日に保定を発ち（G4/10/4.1894），同月 26 日に常熟に着いた（G4/10/26.1896）。




　光緒 6 年末，今度は「突然，兄の訃報に接した」。11 月 20 日に亡くなったという
（G6/12/5.1995）。曾国藩の力添え＊76 によって，趙煕文は安徽省の屯溪釐局を委されていた
（G1/11/17.1727）。釐局とは，商品通過税である「釐金」を徴収する役所である。
　　 同治 12 年に易州で兄を見送ってから 8 年になる＊77。毎年，屯溪に会いに行こうと思い











で急いでいくので，洋銀 24 餅」であった（G6/12/16.1999）。「餅銀」＊78 とは旧時の銀貨を意





























　12 月 30 日， こ ん ど は 六 姉 の 夫 で あ る 陳 鍾 英 が 亡 く な っ た と い う 知 ら せ が 届 く



















　その翌年，光緒 8 年に趙烈文は上海に出かけている。9 月 20 日の朝に舟で常熟を出発し
てその夜は崑山県に停泊し（G8/9/20.2097），9 月 21 日にはほぼ上海に着くが潮待ちで停泊






































払おうとした」のである。趙烈文のところにきたとき 13 歳であった董婉は，同治 4 年に 16
歳の若さでこの世を去った。（T4/10/2.941）。








薛 安 林 が 趙 烈 文 の た め に 連 れ て 来 た 女 性 で，「17 歳， 容 貌 は 平 凡 」 で あ っ た
（T9/11/20.1380）。陸氏は娘を 1 人産んだが，育たなかった（T12/6/20.1556）。さらに「遂

















































































































親 重 ］ の で あ る。 有 識 の 士 で あ れ ば， あ ち ら を 高 く， こ ち ら を 低 く は し な い 」











































　2 度目の杭州旅行は光緒 10 年である。今度は有名な「大海嘯」，すなわち銭塘江の逆流を
見るのが目的であった（G10/8/7.2188）。鄧夫人，黛娟，小鶯をつれて出かけ，蘇州や嘉興









































































































































　「顧園」（「怡園」）のほうは，顧文彬＊106 が白銀 20 万両を費やして，明・成化年間に造ら






















おけば利益が出るということだった。今月はじめ，安林が 1 石銀 3 両あまりまで値下が
りしたときいてきた。非常に安いので上海行きを約束したのだが，行商人［負販］がす
でに続々と集まって，4 両 2，3 銭にまで急騰してしまった。今日やや下がったときい























最大時には 60 畝あまりに達した＊110 というが，張氏が買ったときは，
　　 土地は 28 畝＊111，洋楼 3 間，花房瑠璃亭 2 カ所，水池約 2 畝，周囲は木槿のまがきだけ
である。銀 2 万両もしたという。新たにそばの土地 20 畝あまりを加えて，合計 50 畝あ
― 24 ―
まりである。広い。洋楼のほかには何も無い。石を買って山を築き，園を完成させるに
は，銀 10 万両，10 年はかかるだろう。最近，参観者から金を取っている。入場料は洋









（G13/4/2.2305）。孔雀 2 羽，ハクカン 2 羽，石づくりの猿［石猴］一つが購入されて，園林
に色を添えた（G13/4/5.2306）。静圃は貸し出しもされた。「県人・帰某が我が園を借りて，
3 日間琵琶会を催す。今日が初日である。たくさん人が来た」（G13/ 閏 4/23.2309）。光緒 13
年 6 月には 2 回も貸し出されている（G13/6/8.2314, G13/6/21.2315）。
　「妻子や友人は，これまでに書いたものを集めて文集とするよう熱心に勧めてくれるが，
自ら顧みて大したことはなく［虚薄］，世に問うに足りない」（G15/1/1.2379）と趙烈文は欲
がなかった。『日記』の最後の日付は光緒 15 年 6 月 20 日である。『年譜』によれば，「この
後の数年間は，おそらく病気がちだったのであろう」＊112。趙烈文が亡くなったのは光緒 19
年 6 月 28 日，62 歳＊113 であった。西暦でいうと 1893 年である。紳士の平均寿命は 57-58 歳
























版社，1990 年，80 頁）からである。光緒 29（1903）年に，もと翰林院編修・龐鴻文らが『常昭
合志』（48 巻）を編集し，民国 6（1917）年に，丁祖蔭，邵松年，徐兆瑋，瞿啓甲らが『常昭合
志』をもう一度編集［重修］しようと協議し，丁祖蔭を総纂に推挙した（同書，16，18 頁）。
＊2  趙烈文『能静居日記』岳麓書社，2013 年。前節と同様に，以下，たとえば「咸豊 10 年 2 月 27
日（106 頁）」は X10/2/27.106，「同治 3 年 7 月 5 日（809 頁）」は T3/7/5.809，「光緒元年 2 月
20 日（1646 頁）」は G1/2/20.1646 と表記する。X は咸豊（Xianfeng），T は同治（Tongzhi），
G は光緒（Guangxu）の発音記号の頭文字である。
＊3  Chung-li Chang, The Income of the Chinese Gentry, University of Washington Press （Seattle）
1962, p. 69.（以下，The Income of the Chinese Gentry と略記。）張仲礼『中国紳士研究』上海
人民出版社，2008 年，262 頁（この中国語版は The Chinese Gentry   Studies on Their Role in 
Nineteenth-Century Chinese Society（李栄昌訳）を上編，The Income of the Chinese Gentry
（費成康，王寅通訳）を下編として，一冊にまとめられたものである）。
＊4  范曄撰，李賢等注『後漢書』中華書局，1973 年，巻八十三，逸民列伝第七十三，2765-2768 頁





＊6  彭信威『中国貨幣史』（上海人民出版社，2015 年，623 頁）の表によるが，同治 4 年のレートは
記載されていないので，同治 9-11 年のレートを用いた。











＊12  金曾豪『常熟園林品読』上海文化出版社，2009 年，22 頁。銭岱は常熟人，明・隆慶 5 年の進士，
官は御史に至り，44 歳で官を辞して［告職］帰郷し，「小輞川」園林を建造した。この名は唐の
王維の別荘にちなんでつけられた（同書 4 頁）。

















頁）。言偃（前 506- 前 443）は文学（歴史文献）に長じていた（前掲『常熟国家歴史文化名城詞
典』44 頁）。
＊23  前掲『常熟市志』77 頁。
＊24  謝俊美『翁同龢伝』中華書局，1994 年，42，563-565 頁。
＊25  前掲『常熟園林品読』32 頁。
＊26  翁同爵，字・玉甫，蔭生，湖北巡撫，光緒 3 年に亡くなった（銭実甫編『清代職官年表』中華
書局，1997 年，3203 頁）。
＊27  翁曾源（1843-1887），字は仲淵，翁同書の子で，同治 2 年状元，修撰を授かる，国史館纂修と
なるが，病により官を辞して帰郷した（喬暁軍編『清代翰林伝略』陜西旅游出版社，2002 年，
363 頁）。翁同龢は同治 2 年 4 月 24 日の日記に，翁曾源が一甲第一名になったことを記し，「我
が兄の無実の罪を少しすすいでくれた」（翁同龢著，翁万戈編，翁以鈞校訂『翁同龢日記』中西





















＊34  常熟と蘇州のあいだの所要時間についての記述を，いくつか挙げてみると，光緒 2 年 1 月 10 日
には「二鼓（21-23 時頃，引用者）に出航［行］」し，翌日の「黎明に蘇州に着く」（G2/1/10-
11.1734）。光緒 3 年 1 月 6 日には，「黎明に舟が出て，巳刻（9-11 時，引用者）が終わらないう
ちに蘇州に着いた。6 時間［三時］で 90 里進んだのであり，速かった」（G3/1/6.1788）。光緒 7
年 10 月 4 日には，「黎明に出航，申（15-17 時，引用者）初に蘇州に着いた」（G7/10/4.2044）。
光緒 8 年 3 月 17 日には「酉刻（17-19 時，引用者）に出航，夜は停泊せず」，翌日「辰刻（7-9
時，引用者）に蘇州に着く」（G8/3/17-18.2065）。
＊35  上海の「時計店で時計［鐘表］を修理する」（G8/9/26.2098）という記述がある。
＊36  Benjamin A. Elman, From Philosophy to Philology : Intellectual and Social Aspects of Change 
in Late Imperial China, Second, Revised Edition, University of California, Los Angels, 2001, 
p. 289 （B. A. エルマン著，馬淵昌也・林文孝・本間次彦・吉田純訳『哲学から文献学へ　後期帝
政中国における社会と知の変動』知泉書館，2014 年，318 頁）。 エルマン氏は同書で「太平天


















た（Chung-li Chang, The Chinese Gentry　　Studies on Their Role in Nineteenth-Century 
Chinese Society, University of Washington Press （Seattle and London）1974, pp. 37, 43, 45.（以
下，The Chinese Gentry と略記。）中国語版，29-30，34，35 頁）。
＊45  The Income of the Chinese Gentry, p. 196. 中国語版，358 頁。
＊46  The Income of the Chinese Gentry, pp. 45-47, 58. 中国語版，245-246，254 頁。










南開大学出版社，1984 年，258 頁。張宏傑氏によれば，「1811（嘉慶 16）年に曾国藩が生まれた
とき，家には田地が 100 畝あまりあった。（中略）1 人平均少なくとも 12 畝半であった。清末の
中国人の 1 人あたりの田地は学者の楽観的な計算では 3 畝，悲観的な計算ではわずか 1.4 畝で
あった」（前掲『給曾国藩算算帳：一個清代高官的収与支（京官時期）』8 頁）。
＊53  魏源によれば民間で米 1 石は「豊作の年［豊歳］には 2 両，凶作の年［倹歳］には 3 両，飢饉
の年［荒歳］には 4 両」（魏源『聖武記　附夷艘寇海記』附録巻 11，武事余記，兵制兵餉，岳麓
書社，2010 年，507 頁）であった。
＊54  前掲『陽湖趙惠甫（烈文）先生年譜』8，64 頁。
＊55  陳鍾英は湖南省衡州府衡山県人，道光 29 年に挙人になり，浙江省の台州府黄厳県，杭州府富陽
県，湖州府安吉県，寧波府鄞県などで知県をつとめた。「陳氏は湖南籍，四川に寄寓して数世に
なる。乱にあって帰れなくなり，常州の十子街に住んだ」（G8/5/10.2082）。宋慶陽氏の「初月
曳軽雲　陳衡哲在常熟」（『江蘇地方志』2014 年第 1 期，54 頁）によれば，陳鍾英の妻（趙烈文
の六姉）の名は趙蕉雨，娘（趙実の妻）の名は陳徳懿（『日記』には陳徳音と記されている）で
ある。
＊56  第 4，5 節参照。
＊57  趙烈文が曾紀沢に書いた手紙によれば，趙実は「謄録をもって候選通判に議叙された」
（G12/11/9.2286）。
＊58  羅蘇文『上海伝奇―文明嬗変的側影（1553-1949）』上海人民出版社，2004 年，181 頁。
＊59  光緒 14 年も郷試に失敗している（G14/7/11.2359, G14/9/23.2367）。
＊60 「公武」は字である。第 7 節注 68 参照。鄧夫人のいとこにあたる鄧嘉縄だと考えられる。












たらしい。「元宝」（宝銀，馬蹄銀ともいう，重さは 50 両）（前掲『中国貨幣史』575 頁）であろ
う。
＊67  方恮・方恒兄弟の父親である方駿謐（字・幼静）は，趙烈文にとって母方の従兄弟にあたる。



















＊71  第 7 節注 155 参照。
＊72  前節注 119 でふれたように，『畿輔通志』には「襄纂」として方恮の名が挙げられている。




における制銭供給政策の展開―』汲古書院，2009 年，305-306 頁）。銀貨 1 元はおよそ 7/10 両
銀に相当した（第 7 節注 86 参照）。


















＊80  朱保炯・謝沛霖『明清進士題名碑録索引』上海古籍出版社，2004 年，2839 頁。陳鼎（字・伯
商），湖南衡山人，二甲 39 名進士，散館後に編修を授かり，光緒 15 年には浙江副考官をつとめ
ている（前掲『清代翰林伝略』403 頁）。その後，陳鼎は戊戌変法に参与し，六君子とともに刑
場にひかれたあと許されて，湖南に流刑となった（前掲「初月曳軽雲　陳衡哲在常熟」『江蘇地
方志』2014 年第 1 期，55 頁）。











増え，光緒 10（1884）年には 2000 輛/月となった（前掲『上海伝奇―文明嬗変的側影（1553-
1949）』209-210 頁）。






緒 13 年 5 月 19 日（1887 年 7 月 9 日）16-20 時に静安寺路龍飛橋を通過した馬車は 980 輛，人



























社，1989 年，504 頁）。1884 年は光緒 10 年である。胡光墉は，実際には，李鴻章と左宗棠の対
立を背景とした「盛宣懐と胡雪岩の商戦」に敗れたのである（盛承懋『盛氏家族・蘇州・留園』
文滙出版社，2016 年，62-63 頁）。
＊96  曾国荃はその後，宮中で拝謁するため光緒 13 年に 2 ヶ月ほど離任したのを除けば，光緒 16 年
10 月に亡くなるまでこの任にあった（前掲『清代職官年表』309，1488-1491 頁）。
＊97  王毓雯『清代文人蔣士銓とその戯曲研究』中国書店，2013 年，101，125 頁。
共立 国際研究　第 36 号（2019）
― 31 ―
＊98  老鉄「莫愁湖曾公坊之始末」『江蘇地方志』2018 年第 3 号，90 頁。
＊99  黄彭年は光緒 13 年 11 月に陜西按察使から江蘇布政使となり，光緒 16 年 8 月に湖北布政使と
なった（前掲『清代職官年表』1947-1950 頁）。
＊100  南京工学院建築系劉敦楨『蘇州古典園林』中国建築工業出版社，1979 年，58 頁。
＊101  前掲『蘇州古典園林史』235，242-243 頁。
＊102  江蘇陽湖人，盛宣懐の父，道光 24 年進士，『皇朝経世文続編』の編者である（孫文良・董守義
主編『清史稿辞典』山東教育出版社，2008 年，1706 頁）。盛康の字は劫存，号は旭人である（王
偉『晩清第一官商：盛宣懐的正面与背面』華中師範大学出版社，2012 年，6 頁）。











＊111  張叔和が和記洋行から買ったときは，羅蘇文氏によれば 21 畝あまりであった（前掲『上海伝奇
―文明嬗変的側影（1553-1949）』367 頁）。
＊112  前掲『陽湖趙惠甫（烈文）先生年譜』102 頁。
＊113  趙烈文の誕生日は 1 月 2 日（旧暦）である（G7/1/2.2006）。
＊114  The Chinese Gentry , p. 97. 中国語版，79 頁。
＊115  前掲『陽湖趙惠甫（烈文）先生年譜』7 頁。
＊116  張惟驤撰，蔣維喬増補，朱隽点校『清代毗陵名人小伝稿』鳳凰出版社，2017 年，198 頁。この
小伝には，趙寛が「50 歳を過ぎてから」諸生の身分で瞿鴻禨学使によって経済特科に推薦され





























Zhao Liewen did not  intervene  in  lawsuits  that would have brought him considerable 
amounts of rewards. With the absence of any other sources of  income, his  large  family 
was financially dependent on the rent accrued from his moderate real estate. Moreover, 
Zhao Liewen spent  large sums on  landscaping of  the garden at his residence. Although 
his garden still exists, to the delight of visitors, this expensive pursuit further deteriorated 
the economic conditions of his family.
History of the Zhao Family of Guanzhuang Village
in Changzhou Prefecture （ 8 ）
Kaori Asanuma
